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１.方針の目的                     ・ 

（１）方針の目的  

登米市は平成 17 年４月に９つの町が合併して誕生し、合併から 10 年経過する 

平成 28 年１月に、これからの登米市のシティプロモーションのコンパスとなる、

「登米市シティプロモーション基本方針」を策定しました。 

この方針は、登米市総合計画の将来像の実現に向け、登米市の魅力を市内外に

効果的に情報発信等をする方向性を定め、登米市が移住先、ふるさと応援寄附金

の寄附先等として「選ばれる」、登米市民が登米市に住み続け、市内外の登米市フ

ァン獲得を目指すものです。 

本方針のもと、この 10 年間、さまざまな施策を展開してきました。 

 

（２）方針及び施策の検証・見直し 

平成 28 年１月の策定時、取組期間を平成 28 年度から令和７年度までの 10 年間

とし、令和７年度はその最終年度として、これまでの施策の振り返りと検証を行

いました。 

 

（３）登米市シティプロモーション基本方針の位置付け  

第三次登米市総合計画を上位計画とし、登米市商工観光振興計画等の各種計画

と連動してシティプロモーションを展開していきます。  

  

（４）今後の方針の振り返り・検証・見直し  

本方針の振り返り・検証は５年ごとに行い、社会状況の変化等により、必要に

応じて見直し作業を行うことが出来るものとします。 

 

２.これまでの登米市のシティプロモーションの振り返り  ・ 

（１）これまでの登米市シティプロモーションの振り返り  

持続可能な登米市の発展のために、人口流出を防ぎ、交流人口の拡大や若者・

子育て世代を増加させる必要性があることから、「みんなに選ばれるまち」を目指

し、定住・交流人口の拡大、移住者増加を目的に様々な施策を展開してきました。 

本方針策定時、その成果を測る目標指標として、株式会社ブランド総合研究所

の「地域ブランド調査」における認知度を採用しました。方針策定時の 830 位か

ら令和７年度（平成 37 年度）までに 100 位以内へのランクアップを掲げましたが、

これまでの推移と現状を鑑み、令和３年度に目標値を 625 位へと下方修正しまし

た。 
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（２）この 10 年間の取組内容  

＜シティプロモーションキャッチコピー及びロゴマークの制定 平成 28 年度＞ 

 
 

＜登米市シティプロモーション動画「登米無双」三部作の制作＞ 
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＜登米市シティプロモーションサポーター制度の設立 平成 28 年度～ ＞  

 

 

＜とめふるさと大使の任命＞  

登米市の豊かな歴史、文化、産業、観光資源等を広く宣伝するため、とめふる

さと大使を任命し、登米市の知名度や認知度を高め「登米市に行ってみたい、 

住んでみたい」と多くの方々に選ばれるよう、大使ご本人の知名度を生かし、 

登米市の魅力を広くＰＲしていただいています。  
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＜連続テレビ小説「おかえりモネ」の舞台地の１つに 令和３年度～ ＞  

舞台地に選ばれるまでの各種対応、選ばれてからのロケ支援、放送前・放送

中・放送終了後も様々な施策を展開しました。 

支援体制や作品ファンを登米市ファンにした取組等が評価され、第 12 回ロケー

ションジャパン大賞準グランプリを気仙沼市と共に受賞しました。  

 

 

＜シティプロモーションイラストの制作、そのグッズ展開等 令和４年度～ ＞ 

登米市在住イラストレーター野家一行氏に、登米市９町のイラスト作成を依頼

し、ポスターやノベルティグッズの制作、イラストの制作秘話等をまじえた 

「野家一行イラスト展」を開催するなど、単年度で終結せず、イラストを活用し

た様々な事業を実施しています。  
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＜登米写真大学武川ゼミ（写真教室） 令和６年度～＞  

登米市出身の鉄道写真家武川健太氏を講師に招き、登米市の魅力を確かな技術

で撮影し、登米市の魅力の発信者を増やす取組として実施しています。  

 

  

＜登米市シティプロモーションＳＮＳ等「トメのコメジルシ」の展開 ＞  

米どころ登米市の注目してもらいたい情報を、ホームページやＳＮＳで「トメ

のコメジルシ」として発信しています。 

市民も巻き込み「特派員」として発信してもらう取組等が評価され、日本地域

情報コンテンツ大賞 2023 を受賞しました。 
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＜ロケツーリズムの推進 令和６年度～＞  

連続テレビ小説「おかえりモネ」のレガシーを一過性のものにせず、映像作品

等の誘致によるロケツーリズムの推進により地域活性化を目指すため、令和６年

度に一般社団法人ロケツーリズム協議会に加入し、「映像制作者にとって安心・ 

信頼の証」であるＬＴＣ認定を、宮城県内の自治体として初めて取得しました。  

 

 

（３）10 年間の取組内容の結果  

平成 28 年度に策定した方針においては、シティプロモーションの目標指標を地

域ブランド調査における「知名度」の順位を上げることとしていました。 

しかし、過去 10 年の検証により、ＳＮＳ等の発信力強化は「登米市ファン 

（フォロワー）」の獲得に確実に寄与している一方、それが全国的な「認知度」の

向上や移住という大きな決断には必ずしも直結しないという構造的課題が見えて

きました。 

人口減少社会において、不特定多数への知名度を競う段階から、獲得したファ

ンとの繋がりを深める段階へ移行する必要があります。 

今後は、これまでの発信力を基盤としつつ、「認知度」の追求から、ファンによ

る主体的な関わりを示す「地域参画総量（地域への関りの深さ）の上昇」へと 

目標を転換します。 

 

地域ブランド調査における登米市の認知度の推移  

  Ｈ28  Ｈ29  Ｈ30  Ｒ元  Ｒ２  Ｒ３  Ｒ４  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ７  

結果 850 位  791 位  876 位  857 位  876 位  725 位  729 位  820 位  841 位  812 位  

目標 
平成 28 年度の基本方針策定時は、10 年後に 100 位になることを目標としていた。  

第二次登米市まち・ひと・しごと総合戦略（令和３年３月策定）策定のタイミングで、令和

７年度末に 100 位を 625 位に下方修正。  

出典：株式会社ブランド総合研究所「地域ブランド調査ハンドブック」 

※全国 1,000 市区町村の中での順位  
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※地域ブランド調査とは、全国 1,718 市区町村のうち 1,000 市区町村及び 47 都道府

県の計 1,047 地域について、魅力度、認知度等の全 90 項目を約３万人の国民によ

るアンケートを基に集計、算出。  

※令和３年にＮＨＫ連続テレビ小説「おかえりモネ」の放送により一時的に順位が

上がったものの、その後は 800 位台で推移。 

  

 
 

 

 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

認知度 

(位) 
850 791 876 857 876 725 729 820 841 

移住者 

(人) 
99 143 148 114 107 95 88 83 73 

観光入込客

(人) 
2,473,642 2,981,677 3,243,329 3,471,193 2,453,315 2,753,836 2,583,246 2,807,061 2,929,450 
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３. アンケート調査                  ・ 

（１）アンケート調査の目的  

シティプロモーションとは、地域の魅力を内外に発信し、ヒト・モノ・カネを

呼び込むことで地域経済を活性化させる活動です。その活性化には、地域の「推

奨意欲」「参加意欲」「感謝意欲」の増大が不可欠となります。 

「推奨意欲」とは、登米の魅力を誰かにおすすめしたい意欲、「参加意欲」とは

地域の活動に関わりたい意欲、「感謝意欲」とは、地域で活動している人への感謝

する意欲のことです。 

登米市では、この活動効果を定量的に測定するため、東海大学 河井孝仁 教授

推奨の「修正地域参画総量指標（mGAP）」を導入します。これは、上記３要素の調

査結果から算出される独自の評価手法です。mGAP ポイントを経年比較することで、

これまでの「認知度」では測れなかったシティプロモーションの真の効果を可視

化し、戦略的な施策展開を図ります。 
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（２）調査 

期 間：令和７年 10 月 22 日から令和７年 11 月 21 日 

対 象 者：登米市民 

設 問：全 39 問 

（推奨・参加・感謝意欲に関する設問の他、登米市の魅力等について） 

調査方法：登米市広報令和７年 11 月号に、アンケートフォームの URL を記載 

回 答 数：287 名 

 

（３）調査結果 

回答者の属性は、若年層から高齢層まで幅広く、さらに在住歴の長短を問わず

多岐にわたる背景を持つ市民から構成されています。数は限定的ではあるものの、

多様な視点からの意見を集約したことで、登米市特有の地域性（地域のクセ）を

浮き彫りにする、多角的な実態の把握となりました。 

 

①11 段階評価のまとめ 及び ②の数値の算出 ※登米市の人口は７万人で計算  

  推奨意欲  参加意欲  感謝意欲  

マイナス  
172 人  144 人  67 人  

60％  50％  23％  

プラス  
55 人  62 人  171 人  

19％  22％  60％  

② 
19％－60％＝-41％  
（-41）×7(万人)＝-287  

22％－50％＝-28％  
（-28）×7(万人)＝-196  

60％－23％＝37％  
37×7(万人)＝259  

 

 

 

 

 

アンケート調査結果から、地域活動への深い理解を示す「感謝意欲」の高さが

際立つ一方、自ら発信する「推奨意欲」が低いことが浮き彫りとなりました。 

９町合併による多様な地域資源を有しながらも、「登米市に初めて来る人を１日

案内するとしたら、どこを案内しますか？」という問いに苦慮する市民が多い現

状は、「推奨する材料（魅力）を把握しきれていない」という伸びしろを意味して

います。 
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市民が地域の価値を正しく知り、誇りを持って語ることができる「知るプロモ

ーション」を強化することで、潜在的な推奨意欲を呼び起こし、地域参画総量の

上昇を目指します。 

  

（４）分析 ～ 登米市の地域のクセ ～  

本調査を通じて、登米市固有の生活文化や市民気質に根ざした「地域のクセ」

が鮮明となりました。 

これらは今後のシティプロモーションを展開する上での重要な鍵となり、この

クセをチャームポイントに昇華させることで、より登米市のシティプロモーショ

ンを実効性のあるものにすることが可能となります。 

 

①「当たり前」の中に眠る価値（奥ゆかしさの再発見） 

市の自慢として「空気がきれい」、「米が美味しい」といった汎用的な魅力が

挙げられる一方で、「石ﾉ森章太郎」や「みやぎの明治村」、「長沼フートピア公

園」といった唯一無二の具体的資源を挙げる声は限定的でした。 

これは、市民にとってこれらの宝が日常に溶け込みすぎており、あえて自慢

する必要を感じない「奥ゆかしい地域性」の表れです。 

この「当たり前すぎて特別と思わない」感覚を、改めて誇りに変えるアプロ

ーチが必要です。 

 

②堅実な生活文化と「参加」のあり方 

参加意欲の低さの背景には、日本有数の米どころとして、まずは目前の作物

に心血を注ぐという、登米市のキャッチコピー「うましたくまし」を象徴する

ような勤勉な地域性が反映されています。 

地域活動への直接的な参加が難しい現状は、生活を第一に置く誠実な姿勢の

結果であり、今後は既存の生活リズムを尊重した新しい関わり方の提示が求め

られます。 

 

③相互扶助の精神が息づく「感謝」の土壌 

特筆すべきは「感謝意欲」の圧倒的な高さです。「自ら陣頭に立つ（カシラを

とる）のは難しいが、協力は惜しまない」、「投げられたボールは誠実に返す」

といった、実直な相互扶助の精神が市民の中に深く息づいています。 

目の前のものを大切に育み、活動者に敬意を払うこの高い感謝意欲こそが、

登米市のコミュニティを支える最大の基盤であり、参画を促す強力なエンジン

となります。 
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４.これからの登米市のシティプロモーションについて  ・ 

（１）目的  

  「登米市の地域参画総量を上昇」させることで、登米市にヒト・モノ・カネを呼

び込み、登米市を活性化させます。  

 

  

地域参画総量＝①推奨意欲（登米市をおすすめしたい意欲） 

             ②参加意欲（地域の活動に関わりたい意欲） 

             ③感謝意欲（地域で活動している人への感謝の意欲） 
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（２）目標  

登米市は、登米市に関与する一人ひとりが主役となり、多様な関わり方で地域

を盛り上げる「地域参画総量の上昇」を目指し、以下の３点を目標に掲げます。 

 

①「第一のファン」としての誇りの醸成 

登米市に住む人が、登米の唯一無二の価値を再発見し、自らの暮らしとまち

を堂々と「好き」と言える、地域の一番のファンであることを目指します。 

 

②「推奨（推し）」の連鎖・循環による関係人口の拡大 

登米市を愛するすべてのファンが、自身の言葉で登米の魅力を語り、周囲に

薦めることができる「推奨の力」を育むことで、新たな繋がり・循環を創出し

ます。 

 

③「挑戦」と「敬意」が循環する社会の実現 

地域を良くしようと一歩踏み出す人、そしてその活動を支え、心からの感謝

を贈る人、その双方の意欲を高めることで、挑戦と敬意が循環する温かい地域

コミュニティを構築し続けます。 

 

登米市を耕し育てる人、登米市ファン、そして登米を良くしようと活動するす

べての人への「感謝」と「敬意」を力に変え、共に登米を盛り上げるシティプロ

モーションを目指します。 
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（３）取組内容  

  ①インナープロモーション  

市民一人ひとりが地域の価値を再発見し、自らの暮らすまちに誇りを持つこ

とができるよう、シビックプライドを醸成するインナープロモーションを重点

的に展開します。 

登米市を「耕し育てる」市民自身が、まずは登米の一番のファンとなり、そ

の魅力を深く理解することで、内側から溢れ出す熱量をプロモーションの原動

力に変えていきます。 

例：ＳＮＳ発信、シティプロモーショングッズの展開等  

  

  ②魅力受信・発信  

登米市のトメどない魅力を市民一人ひとりが自らの感性で受け取り、それを

自身の言葉で周囲へ発信していくことで、誰もが「登米市のインフルエンサー」

となるような事業を展開します。 

家族や友人、あるいは訪れた人への「日常の語り」の積み重ねこそが、市民

協働によるシティプロモーションの一歩です。市民が地域の魅力の「受け手」

から「伝え手」へと進化し、温かな推奨の循環が広がるまちを目指します。  

例：ＳＮＳ発信、登米市シティプロモーションサポーターの充実、写真教室の

開催など  

   

③アウタープロモーション  

メディアに露出することで、登米市を知らない人に登米市を知ってもらう、

全世界にいる登米市出身の方、すでに登米市ファンの方に「登米市は元気で

す」をお伝えします。  

例：ロケツーリズムの推進、「おかえりモネ」ファン感謝祭等  

 

上記の他、時代にアジャストした施策を展開していきます。  
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（４）取組の循環  

 

 
 

 

 

 

（５）ToMe
トゥーミー

心得 ～ ToMe
トゥーミー

に「おかえり」「ただいま」「ようこそ」 ～  

ライフステージ等の事情により、登米市に住み続けること、登米市に訪れるこ

と、登米市に関わり続けることが叶わなくとも、心は登米市に「ToMe」な関わり

方をすることで、推奨意欲、参加意欲、感謝意欲は高まり、登米市の持続可能な

発展を支えます。  

登米市は、「ToMe」に「おかえり」、「ただいま」、「ようこそ」を言い合える場所

であり続けます。  
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平成 28 年１月策定 

令和８年３月改定 


